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山　

本　
　
　

勣　

議
員

〈
介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
つ
い
て
〉

　

当
町
の
制
度
発
足
か
ら
の
要
支
援
、

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
者
数
は
ど
の
く

ら
い
か
。

町
長　

当
町
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
数
は
、
平
成
12
年
度
末
現
在
で
、
要

支
援
者
が
１
１
３
人
、
要
介
護
者
が

４
３
７
人
で
、
合
計
５
５
０
人
。
平

成
13
年
度
末
現
在
は
、
要
支
援
者
が

１
２
８
人
、
要
介
護
者
が
５
１
１
人
で
、

合
計
６
３
９
人
。
平
成
14
年
度
末
現
在

は
、
要
支
援
者
が
１
３
７
人
、
要
介
護

者
が
５
５
４
人
で
、
合
計
６
９
１
人
。

平
成
15
年
度
末
現
在
は
、
要
支
援
者
が

１
５
２
人
、
要
介
護
者
が
５
９
８
人
で
、

合
計
７
５
０
人
。
平
成
17
年
１
月
末
現

在
で
は
、
要
支
援
者
が
１
６
１
人
、
要

介
護
者
が
６
４
３
人
で
、
合
計
８
０
４

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
予
防
給
付
に
お
い
て
の
介
護
認
定

調
査
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の
か
。

町
長　

現
在
新
規
申
請
者
に
つ
い
て
は
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
実
施

し
、
更
新
申
請
者
に
つ
い
て
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
お
よ
び
介
護
保
険
施

設
に
委
託
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
今

後
の
訪
問
調
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
施

設
を
除
い
て
町
が
実
施
し
て
い
く
べ
き

か
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

生
活
に
密
着
し
た
地
域
支
援
計
画
は

で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
現
在
実
施
し

て
い
る
「
巡
回
診
断
」
を
充
実
さ
せ
る

つ
も
り
は
あ
る
か
。

町
長　

生
活
に
密
着
し
た
地
域
支
援
計

画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
計
画
を
作
成
で
き

る
よ
う
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
巡
回

診
断
に
つ
い
て
も
、
年
齢
に
あ
っ
た
健

康
診
断
内
容
と
な
る
よ
う
に
検
討
中
で

あ
る
。

　

予
防
プ
ラ
ン
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
で
作
る
と
な
っ
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

町
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
具
体
的
な

体
制
等
に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
現
段
階
で
は
答
え
ら
れ
る
段

階
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実
さ

せ
る
方
向
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
理
学
療

法
、
作
業
療
法
の
専
門
員
の
育
成
、
配

置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

理
学
療
法
、
作
業
療
法
の
専
門

要
員
の
育
成
、
配
置
に
つ
い
て
は
現
在

対
応
で
き
て
い
な
い
が
、「
愛
媛
県
立
北

宇
和
病
院
」、「
旭
川
荘
南
愛
媛
病
院
」、

「
老
人
保
健
施
設
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
行
っ
て

お
り
体
制
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
。

町
長　

既
存
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
と
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
対

応
器
具
類
に
つ
い
て
は
、
特
に
整
備
し

て
い
な
い
が
、
有
効
性
・
必
要
性
を
勘

案
し
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

施
設
入
所
の
負
担
見
直
し
に
つ
い
て
。

町
長　

施
設
入
所
者
の
住
居
費
、
食
費

の
全
額
自
己
負
担
の
導
入
に
伴
う
、
施

設
で
の
検
討
状
況
や
国
民
年
金
の
み
の

受
給
者
数
と
そ
れ
以
外
の
年
金
受
給
者

数
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
は
現
段
階
で

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
低
所
得
者
層

に
つ
い
て
の
負
担
免
除
、
負
担
軽
減
制

度
の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
具

体
的
な
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
旧
措
置
入
所

者
の
負
担
軽
減
措
置
の
実
施
期
間
延
長

な
ど
の
、
関
係
省
庁
へ
の
要
請
は
、
現

法
案
が
５
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
審
議
の

動
向
を
見
据
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

当
町
の
待
機
者
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

待
機
者
解
消
の
施
設
整
備
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

当
町
の
待
機
者
数
は
、
平
成
17

年
１
月
31
日
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
74
人
、
老
人
保
健
施
設
20
人
と
な
っ

て
い
る
。
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

域
密
着
型
の
小
規
模
多
機
能
施
設
が
今

後
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
参
入
を
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

居
宅
で
の
24
時
間
ヘ
ル
プ
体
制
に
つ

い
て
。

町
長　

介
護
保
険
事
業
計
画
、
地
域
福

祉
計
画
、
健
康
増
進
計
画
等
を
策
定
す

る
中
で
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

介
護
従
事
者
の
労
働
条
件
改
善
に
つ

い
て
指
導
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
職
員

研
修
を
支
援
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

町
長　

現
段
階
で
は
改
善
の
指
導
援
助

は
行
っ
て
い
な
い
。
介
護
職
員
等
の
研

修
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、

全
員
を
集
め
て
の
研
修
と
な
る
と
、
時

間
的
な
制
約
な
ど
も
あ
り
、
現
実
的
に

は
支
援
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
の
で
ご

理
解
願
い
た
い
。

　

保
険
料
見
直
し
の
検
討
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

平
成
17
年
度
に
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
見
直
し
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
。

町
長　

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
対
策
を

現
在
も
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
料
引
き

上
げ
に
な
る
場
合
は
、
制
度
の
見
直
し

を
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

介
護
、
医
療
、
保
健
福
祉
の
総
合
的

な
事
業
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

町
長　

介
護
保
険
事
業
計
画
、
地
域
福

祉
計
画
、
健
康
増
進
計
画
等
を
策
定
す

る
中
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
範
囲
の
拡
大

に
つ
い
て
。

町
長　

被
保
険
者
の
範
囲
を
20
才
に
拡

大
し
た
場
合
は
、
未
納
者
が
増
大
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
対
応
に
苦
慮
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
で
き
れ
ば
介
護
保

険
予
算
が
増
大
し
な
い
よ
う
保
健
、
福

平
成
17
年
第
１
回
鬼
北
町
議
会

年
第
１
回
鬼
北
町
議
会

一　

般　

質　

問　　

（
概
要
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
）
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祉
に
よ
る
予
防
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

障
害
者
施
策
の
介
護
保
険
へ
の
統
合

に
つ
い
て
。

町
長　

障
害
者
施
策
と
の
統
合
問
題
に

つ
い
て
、
保
険
料
を
使
っ
て
障
害
者
施

策
を
進
め
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で

は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
国
・
県
・
市

町
村
の
責
任
に
お
い
て
施
策
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

利
用
者
の
応
益
負
担
に
つ
い
て
は
、
支

援
費
の
支
給
量
の
制
限
が
な
い
こ
と
も

あ
り
、
一
定
程
度
の
負
担
は
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

３
障
害
の
総
合
窓
口
を
設
置
す
る
な

ど
の
施
策
は
講
じ
て
い
る
か
。

町
長　

身
体
、
知
的
、
精
神
の
３
障
害

の
総
合
相
談
窓
口
は
、
設
置
し
て
い
な

い
が
、
保
健
福
祉
課
内
の
保
健
係
と
社

会
福
祉
係
が
担
当
し
て
お
り
、
町
民
課

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
中
に
は
、
支
援
費

制
度
の
あ
り
方
が
変
わ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
精
神
障
害
の
専
門
的
な
相
談

業
務
を
除
い
て
は
、
３
障
害
の
窓
口
を

一
本
に
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
な
お
、
当
町
の
支
援
費
制
度

に
か
か
る
対
象
者
数
は
、
町
で
把
握
で

き
て
い
る
範
囲
で
は
身
体
が
６
３
０
人
、

知
的
が
１
０
６
人
、
精
神
が
23
人
で
合

計
７
５
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

渡　

邊　

光　

久　

議
員

〈
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
〉

　

県
道
節
安
下
鍵
山
線
の
改
良
に
つ
い

て
、今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

こ
の
県
道
の
改
良
は
、
父
野
川

地
区
の
皆
さ
ん
の
長
年
の
願
い
で
あ
り
、

旧
日
吉
村
が
重
要
事
業
の
１
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
改
良
率
は

67
・
５
％
で
あ
る
。
総
延
長
14
・
８
㎞

の
う
ち
約
10
㎞
の
区
間
が
改
良
済
み
と

な
っ
て
い
る
。
残
り
４
・
８
㎞
の
う
ち
、

下
鍵
山
か
ら
屋
敷
ダ
ム
ま
で
に
未
改
良

区
間
が
、
２
、３
箇
所
あ
る
が
、
測
量
は

完
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、
用
地
買
収

が
残
っ
て
い
る
の
で
、
愛
媛
県
担
当
課

と
協
議
し
て
用
地
買
収
を
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
屋
敷
ダ
ム
か
ら
節
安
ま

で
の
区
間
は
、
待
避
所
等
の
部
分
改
良

を
行
い
安
全
通
行
の
確
保
を
す
る
計
画

と
し
て
い
る
。
日
吉
地
区
の
重
要
な
道

路
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
愛

媛
県
に
改
良
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　

大
規
模
林
道
「
日
吉
・
松
野
線
」
の

進
捗
に
つ
い
て
。

町
長　

大
規
模
林
道
「
日
吉
・
松
野
線
」

八
城
畑
（
や
じ
ょ
う
ば
た
）・
節
安
間
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
希
少
猛
禽
類

の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ク

マ
タ
カ
」
の
節
安
地
区
に
お
け
る
生
息

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
情
報
を
受

け
て
開
始
し
た
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」

に
よ
っ
て
、
節
安
工
区
の
今
後
進
む
路

線
計
画
上
を
営
巣
城
と
す
る
「
つ
が
い
」

が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

た
め
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

ク
マ
タ
カ
の
行
動
状
況
を
把
握
す
る
た

め
の
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
続
け

て
い
る
。
16
年
度
調
査
を
含
む
こ
れ
ま

で
の
調
査
結
果
で
は
、
依
然
と
し
て
営

巣
城
を
移
す
気
配
が
無
く
、
２
年
に
１

度
の
繁
殖
活
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
節
安
工
区
（
日
吉
・

松
野
線
第
３
工
区
）
の
工
事
先
端
よ
り

約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
先
が
営
巣
城
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
で

の
計
画
続
行
に
は
、
昨
年
度
の
「
期
中

評
価
」
に
よ
る
林
野
庁
見
解
も
問
題
有

り
と
し
て
お
り
、「
日
本
野
鳥
の
会
」
の

反
対
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線
変
更
の

検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
３
工
区
の
路
線
変
更
は
、
八
城
畑

側
の
第
１
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
に
影
響
す

る
こ
と
と
な
る
。
16
年
度
工
事
に
つ
い

て
は
、
予
定
し
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
工
事

着
手
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、「
手

前
の
充
実
」
と
い
う
こ
と
で
、
前
年
度

ま
で
の
施
工
済
み
区
間
の
法
面
・
舗
装

工
事
な
ど
、
完
成
工
事
を
主
体
に
施
工

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
路
線
変
更
に
つ
い
て
概
略
調

査
を
実
施
中
で
あ
り
、
各
方
面
の
了
解

が
得
ら
れ
れ
ば
、
早
く
て
17
年
度
の
６

月
頃
の
実
施
計
画
変
更
手
続
き
開
始
に

向
け
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
重
要
な
路
線
で
あ
る
の
で
、

当
町
と
し
て
も
積
極
的
な
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

川　

添　

忠　

昭　

議
員

〈
学
校
お
よ
び
子
ど
も
達
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
〉

　

子
ど
も
達
の
安
全
対
策
の
た
め
に
、

町
お
よ
び
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

町
長　

町
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
児

童
施
設
な
ど
に
不
審
者
が
侵
入
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、

保
育
所
の
正
門
に
来
訪
者
用
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
、
安
全
対
策
の
一

助
と
し
て
い
る
ほ
か
、
鬼
北
防
犯
協
会

と
協
力
し
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
や
サ

ス
マ
タ
な
ど
の
防
犯
用
具
を
配
付
し
、

犯
罪
か
ら
身
を
守
る
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
子
供
た
ち
の

安
全
で
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た

め
、
警
察
機
関
は
も
と
よ
り
教
育
委
員

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
と
の
連
携
と

協
調
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な

防
犯
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

教
育
委
員
長　

文
部
科
学
省
発
行
の
「
学

校
へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
愛
媛
県
教
育
委
員
会
発
行

の
「
学
校
安
全
の
手
引
」
等
を
参
考
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
現
場
に
あ
っ

た「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
、

安
全
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
教
職
員
の
防

犯
訓
練
等
の
集
中
実
施
、
学
校
と
地
域

な
ら
び
に
学
校
と
警
察
と
の
連
携
の
強

化
等
に
よ
る
安
全
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

一
方
、
児
童
・
生
徒
に
は
自
ら
安
全
な

行
動
が
で
き
る
「
安
全
教
育
」
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
で
は
「
防
犯

ブ
ザ
ー
」
の
携
帯
「
ま
も
る
君
の
家
」

の
設
置
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

防
犯
協
会
の
協
力
に
よ
る
「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」
等
を
実
施
し
て
い
る
。

横　

山　

二　

郎　

議
員

〈
今
後
の
町
政
の

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
〉

　

「
武
左
衛
門
ふ
る
里
ま
つ
り
」
を
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
る
か
。

町
長　

「
武
左
衛
門
ふ
る
里
ま
つ
り
」
の

位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
従
来
は
、
日
吉

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
村
を
挙
げ
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て
実
施
さ
れ
、
昨
年
で
20
回
を
数
え
る

地
域
に
定
着
し
た
伝
統
行
事
と
な
っ
て

お
り
、
日
吉
地
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
、

お
盆
の
帰
省
客
か
ら
も
人
気
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
だ
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
の
で
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
等
に
も
多
く

の
人
員
を
要
す
る
た
め
、
鬼
北
町
の
文

化
行
政
の
一
環
と
し
て
、
日
吉
公
民
館

と
も
連
携
を
と
っ
て
実
施
し
て
は
ど
う

か
と
、
現
在
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
６
月
補
正
予

算
で
対
応
し
た
い
。

　

合
併
後
の
周
辺
部
の
過
疎
化
の
歯
止

め
策
は
。

町
長　

合
併
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
役

場
の
無
く
な
る
地
域
を
は
じ
め
、
周
辺

部
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
地
盤
沈
下
し
、

過
疎
化
が
進
行
す
る
こ
と
が
、
残
念
な

が
ら
予
測
さ
れ
る
。

　

私
も
、
過
疎
の
歯
止
め
は
、
な
ん
と

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。「
新
町
建
設
計
画
」を
基
本
に
、ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
２
３
２
億
円
の
事

業
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。ま
た
、近
々
、

策
定
予
定
の
「
過
疎
計
画
」
等
の
事
業

を
中
心
に
、
過
疎
の
歯
止
め
策
を
網
羅

し
て
い
き
た
い
。

　

林
業
振
興
の
た
め
の
基
本
姿
勢
に
つ

い
て
。

町
長　

木
材
大
不
況
の
中
林
業
者
は
大

変
厳
し
い
状
況
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、そ

の
打
開
策
に
生
産
者
は
も
と
よ
り
関
係

団
体
も
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
公
共
施
設
の
木

材
使
用
を
推
進
す
る
ほ
か
、
森
林
組
合

や
当
町
が
事
務
局
を
務
め
て
い
る
南
予

流
域
林
業
と
も
協
力
し
な
が
ら
地
元
産

木
材
の
利
用
を
啓
発
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

鬼
北
町
の
災
害
対
策
は
不
備
と
考
え

る
が
。

町
長　

災
害
対
策
は
行
政
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
災
害

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
や
広
報
活
動
を

は
じ
め
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
手
段
の
確
保
、
組
織
団
体
間
の
協

力
体
制
の
強
化
な
ど
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展

開
す
べ
く
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

全
国
の
災
害
に
対
す
る
対
応
策
を
み

て
み
る
と
、
自
治
体
独
自
で
「
災
害
復

旧
対
策
費
」
や
「
災
害
対
策
室
」
な
ど

の
組
織
等
を
設
置
し
、
有
事
に
備
え
て

い
る
実
態
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
今

後
、
先
進
事
例
に
学
び
な
が
ら
、
町
独

自
の
救
済
対
策
と
支
援
措
置
等
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
方
針
を
定
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
報
道
の
激

化
と
と
も
に
、
危
機
管
理
の
重
要
性
と

機
能
管
理
の
迅
速
性
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
も
含
め
、
安
全
・
安
心
で
防
災
に

強
い
町
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め
そ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
え
る
「
鬼
北
町
防

災
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

合
併
時
に
お
け
る
合
言
葉
「
サ
ー
ビ

ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」
を
実
行
す

る
決
意
を
問
う
。

町
長　

国
が
進
め
て
い
る
「
権
限
移
譲
」

と
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
が
受
け
持
つ
事
務
は
膨
大
な

量
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
、
日
本
経
済
の
好
景
気
に

支
え
ら
れ
て
実
行
さ
れ
て
き
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
く
、
行
政
の
独
占
的

な
サ
ー
ビ
ス
も
、
景
気
の
後
退
と
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
郵
政
事
業
の
民

営
化
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国

営
事
業
が
一
般
企
業
や
地
域
に
解
放
さ

れ
、
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
国
、
県
の

専
任
事
務
で
あ
っ
た
も
の
が
、
法
定
外

公
共
物
の
譲
与
等
の
よ
う
に
地
方
行
政

事
務
と
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
の
中

で
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
再
認
識
し
、
地
域
の
実
情
を
熟

知
し
、
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
見

極
め
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

市
町
村
合
併
は
、
そ
れ
ら
の
社
会
情

勢
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
性
の
高
い

職
員
の
育
成
と
、
厳
し
い
財
源
の
有
効

活
用
の
た
め
不
可
避
の
選
択
で
あ
り
、

指
摘
の
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
は
量
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
な

く
、
そ
の
内
容
と
質
を
高
め
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
負
担
に
つ
い

て
も
地
域
住
民
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る

公
平
で
公
正
な
負
担
に
心
が
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
し
て
も
、「
新
町
建
設
計
画
」の

実
効
性
を
確
保
し
、
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

成
川
渓
谷
休
養
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

不
満
の
声
へ
の
対
応
は
。

町
長　

当
施
設
は
、
昨
年
の
台
風
に
よ

り
大
き
な
損
害
を
受
け
、
応
急
の
手
立

て
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
夏
の
入
込
み
客
が
一
番
多

い
時
期
に
被
害
を
う
け
、
施
設
は
も
と

よ
り
経
営
上
の
損
害
は
甚
大
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
で
き
る
限
り
早
期
に
業
務

復
旧
に
努
め
、
お
客
を
早
く
呼
び
戻
す

こ
と
が
最
優
先
と
い
う
こ
と
で
対
応
に

努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
や
る
気
が

な
い
、
接
客
が
悪
い
と
い
う
印
象
を
与

え
た
と
す
れ
ば
、
接
客
を
営
む
施
設
と

し
て
、
基
本
的
な
モ
ラ
ル
が
欠
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
今
後
十

分
留
意
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
時
こ
そ
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
運
営
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
一
人
一
人
が
利
用
客
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
接
遇
や
よ
り
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
等
に
努
め
、
経
営
改
善
に

向
け
た
一
層
の
努
力
を
行
う
所
存
で
あ

る
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

〈
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
〉

　

奈
良
中
組
付
近
の
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て
。

町
長　

指
摘
の
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て

は
、
道
路
形
状
の
問
題
も
含
め
、
か
ね

て
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
順
次
、
愛
媛
県
等
の
支
援
を
い

た
だ
き
改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
交
通
安
全
確
保
の
た
め
、
歩

道
の
整
備
を
は
じ
め
バ
ス
停
の
改
修
等

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
歩
行
者

な
ど
特
に
、
子
供
や
お
年
寄
り
の
道
路

通
行
に
伴
っ
て
発
生
す
る
、
交
通
事
故

を
回
避
す
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
て

い
る
。
町
に
お
い
て
も
、
交
通
安
全
指

導
員
お
よ
び
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
定
期
的
に
街
頭
指
導
を

実
施
す
る
な
ど
、安
心
・
安
全
な
交
通
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て
も
、

同
地
区
に
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
、

「
交
通
指
導
検
問
所
」
が
設
置
さ
れ
て
お
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り
、
警
察
に
よ
る
取
締
り
や
啓
発
活
動

な
ど
積
極
的
に
展
開
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
交
通
事
故
に
起
因
す

る
死
者
を
出
さ
な
い
た
め
、
引
き
続
き

警
察
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
、

実
効
性
の
上
が
る
運
動
を
展
開
し
て
行

く
所
存
で
あ
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

〈
環
境
対
策
に
つ
い
て
〉

　

鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
運
営
、
点
検
状

況
に
つ
い
て
。

町
長　

鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状

況
、
定
期
点
検
状
況
等
に
つ
い
て
は
毎

年
、
畔
屋
区
長
・
組
長
・
住
民
７
名
で

組
織
す
る
「
鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
公
害

監
視
委
員
会
」
を
開
催
し
、
ご
み
の
搬
入

状
況
・
焼
却
施
設
稼
動
状
況
・
施
設
に

係
る
各
種
性
能
状
況
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
濃
度
の
測
定
分
析
の
報
告
を
行
い
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
平
成
17
年
１
月
28
日
に

開
催
し
た
が
、
委
員
か
ら
不
満
の
意
見

は
出
て
い
な
か
っ
た
。

　

施
設
環
境
調
査
デ
ー
タ
の
開
示
、
提

供
を
求
め
る
。

町
長　

当
該
施
設
は
宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
の
施
設
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

当
組
合
に
申
請
し
、
許
可
を
受
け
れ
ば

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

先
に
も
答
弁
し
た
と
お
り
各
デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
、
毎
年
鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー

公
害
監
視
委
員
会
に
報
告
し
て
い
る
。

　

清
水
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
。
①
周

囲
の
金
網
が
倒
壊
寸
前
と
な
っ
て
い
る
。

周
囲
か
ら
の
投
棄
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
か
。
②
各
種
の
廃
棄
物
が
場
内
に
放

置
し
て
あ
る
。
③
腐
食
、
有
害
物
の
流

出
の
恐
れ
は
無
い
の
か
。
④
場
内
の
通

路
は
不
十
分
で
危
険
で
あ
る
。
⑤
水
質

環
境
調
査
の
開
示
、
提
供
を
求
む
。

町
長　

金
網
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の

と
お
り
一
部
傾
斜
し
て
い
る
部
分
は
あ

る
が
、
倒
壊
の
心
配
は
な
い
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。
金
網
の
破
損
部
分
は
修

繕
を
計
画
中
で
あ
り
、
今
後
一
層
維
持

管
理
に
は
注
意
を
払
い
た
い
。
車
か
ら

の
金
網
越
し
の
投
棄
に
つ
い
て
は
、
皆

無
と
は
言
え
な
い
が
、
空
き
缶
、
空
き

瓶
程
度
の
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　

場
内
の
物
に
つ
い
て
は
随
時
埋
め
立

て
て
お
り
放
置
し
て
い
る
も
の
は
な
い

と
理
解
し
て
い
る
。

　

当
処
分
場
は
「
安
定
型
処
分
場
」
で

あ
り
、
腐
食
性
の
高
い
も
の
、
有
害
物

は
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
在

ま
で
の
水
質
検
査
等
に
お
い
て
も
、
異

常
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

処
分
場
内
の
通
路
に
つ
い
て
は
、
４

ト
ン
車
で
も
十
分
通
行
可
能
な
幅
員
で

あ
る
が
、
勾
配
に
つ
い
て
は
埋
め
立
て

の
状
況
に
よ
り
変
化
す
る
の
で
、
現
在

の
高
低
差
で
は
勾
配
を
ゆ
る
く
す
る
ス

ペ
ー
ス
は
無
い
。
搬
入
業
者
、
一
般
申

請
者
に
は
そ
の
つ
ど
十
分
注
意
を
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

水
質
環
境
調
査
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
申
請
が
あ
れ
ば
対
応
し

た
い
。

〈
固
定
資
産
税
問
題
お
よ
び

し
尿
処
理
問
題
に
つ
い
て
〉

　

固
定
資
産
税
の
過
徴
収
分
の
返
還
お

よ
び
不
足
分
の
徴
収
状
況
は
。

町
長　

現
年
度
分
は
１
月
末
還
付
で
１
，

５
９
７
件
の
１
千
78
万
４
千
８
百
円

１
０
０
％
全
額
還
付
を
し
て
い
る
。
過

年
度
分
は
、３
月
末
の
還
付
と
し
て
い
る
。

　

追
徴
分
に
つ
い
て
は
、
現
年
度
分

は
、
12
月
４
期
分
に
上
乗
せ
し
、
納

税
を
お
願
い
し
た
が
、
８
０
６
件
中

７
９
６
件
の
納
税
と
な
っ
て
お
り
金
額

は
５
１
９
万
９
千
２
百
円
の
納
税
で
、

99
・
62
％
の
収
納
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
年
度
分
は
、
２
月
末
現
在
で
４
，

３
６
６
件
の
内
、
２
，
６
５
６
件
、
収
納

率
が
60
・
84
％
と
な
っ
て
お
り
、
金
額

で
は
、
１
千
７
１
５
万
３
千
４
百
円
で

収
納
率
55
・
02
％
で
あ
る
。
滞
納
金
に
つ

い
て
は
、　

99
・
５
％
を
目
標
と
し
早
期

納
税
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
督
促
、
徴

収
等
最
善
の
努
力
を
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

し
尿
処
理
の
委
託
は
単
独
業
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
法
的
根
拠
は
あ
る
の
か
。

町
長　

し
尿
の
収
集
・
運
搬
業
務
に
係

る
委
託
は
、
１
社
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
法
的
根
拠
は
無
い
が
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

４
条
第
１
項
に
「
受
託
者
が
受
託
業
務

を
遂
行
す
る
に
足
り
る
施
設
、
人
員
及

び
財
政
的
基
礎
を
有
し
、
か
つ
、
受
託

し
よ
う
と
す
る
業
務
の
実
施
に
関
し
、

相
当
の
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
」

と
規
定
さ
れ
て
あ
り
、
な
お
か
つ
現
在
、

業
務
は
円
滑
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
収

集
・
運
搬
が
困
難
な
状
況
に
は
な
く
、

今
後
に
お
い
て
も
、
農
業
集
落
排
水
事

業
、
浄
化
槽
設
置
事
業
等
の
推
進
、
普

及
に
よ
り
、
収
集
件
数
お
よ
び
汲
み
取

り
量
は
、
減
少
が
見
込
ま
れ
る
の
で
複

数
業
者
に
委
託
す
る
必
要
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

兵　

頭　

敏　

和　

議
員

〈
地
域
振
興
に
つ
い
て
〉

　

農
林
業
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
推
進

す
る
の
か
。

町
長　

鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
現
在
道

の
駅「
森
の
三
角
ぼ
う
し
・
日
吉
夢
産
地
」

等
の
施
設
を
利
用
し
て「
地
産
地
消
」「
都

市
と
農
村
の
交
流
」を
実
践
し
農
家
所
得

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
お
い
て
、
地
元

で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
を
小
中
学
生
に

提
供
し
な
が
ら
農
家
と
の
交
流
を
深
め

る
な
ど
「
食
農
教
育
」
に
取
り
組
む
と

と
も
に
「
緑
の
少
年
団
」
活
動
等
を
つ

う
じ
て
、
森
と
の
関
わ
り
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

現
在
、
鬼
北
町
で
は
、
畜
産
農
家
・
野

菜
農
家
等
全
国
的
に
も
優
秀
な
経
営
で

意
欲
を
も
っ
て
生
産
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
々
が
多
数
お
ら
れ
る
が
、
そ
う
い
う

認
定
中
核
農
業
者
を
中
心
に
、
兼
業
農

家
・
高
齢
農
家
を
有
機
的
に
組
み
合
わ

せ
る
と
と
も
に
、
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
推
進
事
業
等
の
有
効
活
用
を
図
り

農
林
業
振
興
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

更
に
、
日
吉
夢
産
地
付
近
で
計
画
し

て
い
る
市
民
農
園
を
利
用
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
当
町
が
事
務
局
を
し

て
い
る
南
予
流
域
林
業
を
核
に
地
元
産

木
材
を
利
用
し
た
建
築
物
の
推
進
も

図
っ
て
い
き
た
い
。

　

現
在
当
町
の
特
産
品
と
し
て
開
発
し

て
い
る「
鬼
北
熟
成
き
じ
」に
つ
い
て
は
、

販
路
開
発
に
よ
り
流
通
形
態
の
革
命
を

図
り
他
の
農
畜
産
物
の
販
売
に
も
大
き

く
貢
献
す
べ
く
町
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
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し
て
推
進
し
て
い
く
。

　

「
え
ひ
め
町
並
博
」
に
つ
い
て
。
①
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
た
か
。

②
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
指
導
、

関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

町
長　

①
住
民
や
団
体
が
取
り
組
ん
だ

自
主
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
県
町
並

博
実
行
委
員
会
と
町
が
連
携
し
、
広
報

宣
伝
、
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
、
今
後
と
も
継
続
し
た
活
動
が
展
開

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
経

費
へ
の
助
成
措
置
を
実
行
し
た
。

　

②
町
並
博
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
17
年

度
か
ら
は
今
年
度
設
立
さ
れ
た
「
南
予

広
域
連
携
観
光
交
流
推
進
協
議
会
」
が

町
並
博
の
取
り
組
み
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
、
鬼
北
町
も
そ
の
協
議
会
の
一

員
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
先
に
国
か
ら

指
定
を
受
け
た
「
観
光
交
流
空
間
づ
く

り
モ
デ
ル
事
業
」
を
活
用
し
、
南
予
地

域
の
広
域
的
な
観
光
振
興
と
い
う
方
向

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
も
旧
広
見
町
、

日
吉
村
で
行
わ
れ
て
い
た
地
域
の
特
色

あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
、
拡
充
や
、
住

民
グ
ル
ー
プ
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に

対
し
て
も
、
広
報
宣
伝
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

鬼
北
町
の
情
報
を
広
く
町
外
に
発
信

す
る
た
め
に
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
促
進
し
、

都
市
と
農
村
と
の
交
流
の
更
な
る
推
進

と
定
着
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
防
災
に
つ
い
て
〉

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
向
け
て
取

り
組
む
考
え
は
無
い
の
か
。

町
長　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、

救
援
要
請
の
増
加
や
交
通
事
情
の
悪
化

な
ど
に
よ
っ
て
、
防
災
関
係
機
関
が
災

害
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
か
な
り
の
時

間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
時
、
隣
近
所
の
人
と
協
力
し
合
い
、

組
織
的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、地
域
住
民
が
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
連
帯
感
に
基
づ
い
て
、
自
主
的

に
結
成
さ
れ
る
組
織
の
こ
と
で
あ
る
。

災
害
に
遭
遇
し
た
時
、
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ

の
方
は
も
と
よ
り
、
そ
の
地
域
に
住
む

人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
が
気
心
の

知
れ
た
連
帯
感
の
あ
る
人
た
ち
で
構
成

さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
加
え
て
地
理
的

特
性
な
ど
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
役

割
を
迅
速
に
行
え
る
組
織
が
最
も
災
害

に
強
い
「
自
主
防
災
組
織
」
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織

づ
く
り
の
普
及
・
啓
発
を
16
年
度
の
「
区

長
・
組
長
会
」に
お
い
て
資
料
等
を
配
布
・

説
明
し
、
そ
の
結
果
、
16
年
度
中
に
旧

広
見
町
・
旧
日
吉
村
に
そ
れ
ぞ
れ
１
地

区
ず
つ
の
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ

た
。
ま
た
、
現
在
17
年
度
の
設
立
に
向

け
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
１
地

区
ず
つ
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

災
害
に
遭
遇
し
た
時
、
少
し
で
も
被

害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
に
向
け
た
啓
発
と
、
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
の
喚
起
に
努
め
る
所
存
で
あ

る
。

近永地区 好藤地区 愛治地区 泉　地　区

牛野川 宇都宮　勇 成　藤 片岡　美憲 大　宿 岡本　秀和 出目一 二宮　哲也

水　分 星野　　仁 国　遠 佐々木幹夫 生　田 清家　志郎 出目二 二宮　康好

北　川 松浦　睦夫 年　則 髙田　　弘 清　水 芝　　義久 興野々 池田　　靖

成　川 兵頭　重樹 清　延 井上　　博 畔　屋 山本　　守 岩　谷 池下　康幸

今在家 岡村　　豊 柏　田 川添　長期 西野々 芝　　　亨 上　川 堀　　敬洋

奈良中 竹田　幸男 沢　松 二宮　　浩 　　 小西野々 甲岡　正男

奈良下 武田　正史 平井中 上甲　正輝 三島地区 小　倉 芝　　博之

中野川 北川　三郎 田　丸 酒井　一男 広　見 高田　良宗 日吉地区

芝 中井　啓介 　沖 横山　忠人 下大野 芝　　嘉也 父野川 伊野　光広

永野市 富永　正男 小　坂 坂本　久義 小　松 松浦　正美 上大野 船本　常雄

新　町 都留　正志 東　仲 井上　静雄 久　保 片岡　好文 下鍵山 竹本　芳泰

本　町 内藤　美治 西　仲 善家　　厚 延　川 河野　壽則 上鍵山 熊本　忠眞

南　町 二宮　吉弘 吉　波 入山　　謙 川　上 瀧谷　保德 日向谷 山本　健介

栄　町 須藤　和幸

旭　町 平山　久則

☆17年度の新区長さんを紹介します☆
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平成 17 年度　人　事　異　動
鬼北町では、4月 1日付けで下記のとおり人事異動を行いました。 　　　　　

【　（　　）は旧任、○は昇任】

あなたにもできるＡＥＤ
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは？

　ＡＥＤとは、危機的状態の心臓に電気ショックを与えて、正常な状態に

戻す医療機器です。心臓突然死の主な原因は心室細動（致死的不整脈）です。

救命するためには早期の電気ショック（除細動）が必要です。

　日本では、心臓が原因による突然死で毎日100人以上の方が亡くなってい
ます。心室細動とは、心臓が小刻みにふるえていて、脳やからだに血液を

送り出すことができない状態で、数分間続くと死にいたります。

　発症から１分経過するごとに７～ 10％ずつ助かる可能性が低下すると言
われ、少なくとも、５分以内の早期の除細動が救命にとって大切です。

『命を救うのはあなたの勇気ある行動です。』

消防署では、毎月第２日曜日９時よりＡＥＤを取り入れた普通救命講習会を実施します。
問合せ先：宇和島消防署：22－7500（代表）、20－0119（警防課救急係）、鬼北消防署 ：45－2461

新 規 採 用 者 農村整備課長補佐兼農村
整備係長

（農村整備課長補佐兼集落
排水係長） 　葛本　武文

診 療 所 長 農村整備課農村整備係 （農村整備課集落排水係） 　佐子　　司

町民課愛治診療所長 　加藤　誠二 農村整備課管理係 （農村整備課農業土木係） 　高田　義勝

課　長　補　佐　級 主　任　保　育　士
税務課長補佐兼課税係
長

（企画財政課長補佐兼企
画係長） 　小西　奉文 小松保育所主任保育士 （小松保育所上級保育士） ○山本美智代

保健福祉課長補佐兼社
会福祉係長

（税務課長補佐兼課税係
長） 　古用　昭弘 保 　 育 　 士

産業課課長補佐兼商工
観光係長 （社会教育課社会体育係長） 〇高田　正彦 近永保育所上級保育士 （好藤保育所上級保育士） 　速水佐智子

町民課診療所事務長兼
日吉診療所係長 （町民課日吉診療所係長） 〇伊野　清昭 近永保育所上級保育士 （さくら保育所上級保育士）　相原　敏子

係 　 長 　 級 さくら保育所保育士 （近永保育所保育士） 　北川　美枝

保健福祉課病院開設準
備係長 （保健福祉課社会福祉係長） 　佐竹　　誠 好藤保育所上級保育士 （さくら保育所上級保育士）　中町　恵美

企画財政課企画係長 （産業課商工観光係長） 　水野　博光 小松保育所上級保育士 （近永保育所上級保育士） 　上甲　貞子

社会教育課社会体育係
長 （農村整備課農業土木係長） 　二宮　　浩 小松保育所専門保育士 （みどり保育所専門保育士）　伊野　益美

農村整備課管理係長 （社会教育課近永公民館
主事） ○芝　　貴夫 小倉保育所保育士 （小松保育所保育士） 　渡部　智子

保健福祉課広見介護支
援センター係長

（保健福祉課広見介護支
援センター主任保健師） ○古用　悦子 みどり保育所上級保育士 （小松保育所上級保育士） 　上砂　千明

主任・主査・主事級 みどり保育所専門保育士 （小倉保育所専門保育士） 　市山　陽子

社会教育課近永公民館
主事 （総務課合併調整係） 　布　　正幸 調 理 員
建設課都市計画・管理
係 （日吉支所庶務係） 　中川　博之 さくら保育所上級技能員 （小松保育所上級技能員） 　前野　紀美

水道課管理係 （町民課児童福祉係） 　高田　奈緒 小松保育所技能長 （好藤保育所技能長） 　泉野みな子

町民課児童福祉係 （水道課管理係） 　藤原　裕二 みどり保育所技能長 （さくら保育所技能長） 　山本みゆき

総務課合併調整係 （産業課林政係） 　松本　真吾 県 派 遣

農村整備課農村整備係 （農村整備課農業土木係） 　二宮　惠一 保健福祉課長補佐（病院
開設準備係）

（公営企業局　県立病院課
企画係長） 　田中　信政

名称変更による 宇和島地方局健康福祉環境
部企画課　企画情報係長 （総務課主幹） 　家森　康之

建設課長補佐兼都市計
画・管理係長

（建設課長補佐兼都市計
画・住宅係長） 　野地　武光 三間町成妙小学校 （社会教育課派遣社会教育

主事） 　森竹奈三枝

建設課都市計画・管理
係 （建設課都市計画・住宅係） 　山下新治郎

退　　職　　者

町民課小松保育所主任保育士 　古谷美代子 学校教育課国際交流員 テレサ・ルーマン

学校教育課学校給食センター技能長 　高田　熊男
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わが町の健康　　

Vol.2

～脳卒中のまとめから～

　前号において、鬼北町における脳卒中による死亡者数は、長年のきめ細かな高血圧対策により、全国・
県・管内で比較するとかなり少ないという報告をしました。
　それでは、脳卒中を起こす人はどのくらいあるのでしょうか？
　旧広見町では、毎年40 ～ 60人くらいの人が脳卒中を起こしています。30年間の発生の推移を１期（昭
和49年～ 53年）、２期（昭和54年～ 58年）、３期（昭和59年～ 63年）、４期（（平成元年～ 5年）、５期（平
成6年から10年）、６期（平成11年～ 15年）に分けて標準化発生比（注）で見てみましょう。
　全体の発生は期毎に減少しています。６期では１期の約半分に減少しています。中年期（40 ～ 69歳）
の発生も４期まで順調に減少していましたが、５期、６期と少しずつ増加しています。

注　標準化発生比とは前号にで
ていた標準化死亡比ほどきちん
とした統計処理ではないが、30
年間の年齢構成の差を調整して
平成２年の人口を基準として計
算したものです。

　資料は出していませんが、年代別に見てみると、70代・80代の発生は順調に減少していますが、60代
の発生が５期、６期で増えているため、中年期の発生を上昇させています。男女別では、全体でも常に
男性の発生が多く、６期においては女性の1.2倍となっています。中年期においても男性の発生が多く、
女性の1.8倍となっています。
　脳卒中が原因で死亡する人は少ないですが、脳卒中を起こした人の4週間以内に死亡した人の割合を下
記の表から見てみると、全年齢の脳卒中総数は順調に減りつづけ、６期では１期の約４分の１に、脳梗
塞においても約６分の１に減り、脳出血は約３分の１に減っています。しかし、全年齢、中年期ともに
６期において脳出血の４週間以内の死亡は増えています。

　長年、中年期の脳卒中を減らそうという目標のもとに活動を展開してきました。５期までは脳卒中予防対
策は成果をあげていましたが、６期になり中年期の発生や脳出血の４週間以内の死亡が増えてきました。
　その背景には、長引く不況のもと、リストラなどで、中高年も厳しい状況に置かれていることなども
あるのではと推測しています。
　そういう時だからこそ生活・食生活のあり方、仕事の仕方などについて、健康問題への支援をどう、具体
的に進めていくのか、保健分野だけでなく、色々な分野で考えていかなければならない問題だと思います。
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募   集   要   項

　募集期間（土
・日・祝日は除く）

  ４月18日㈪～
   　５月６日㈮

町営住宅（植松・若者定住・勝山・三島・奈良・
上岡第 2・愛治中央・上住）の入居者を募集し
ます。＊勝山と愛治中央は特定公共賃貸住宅

★申込資格
　・現に同居し、または同居しようとする親族がある者
　・その他特別の事情のある者
　　（申込時に相談してください）
　・条例に定める収入基準に該当する者（下表のとおり）

　・町税を完納している者（保険税、国民年金を含む）
　・鬼北町内に在住する連帯保証人２人を確保できる者
　・その他鬼北町営住宅管理条例に適合する者

★提出書類
　・申込書：鬼北町住宅入居申込書
　・住民票謄本：入居予定者全員のもの
　・ 所得証明書：市町村長が発行する課税証明書と平成

16年分源泉徴収票、16年中の所得がわかるもの
　・ 市町村長が発行する納税証明書または非課税証明書
　・ その他：必要に応じて関係資料の添付をお願いする

ことがあります
★申込期間
　・平成17年４月18日～平成17年５月６日
　　8：30 ～ 17：00（土日祝祭日を除く）
★申込先および申込方法
　・鬼北町役場 建設課 都市計画管理係（役場２階）
　・ できる限り入居希望者本人が関係書類を持参し、直

接説明してください。
★入居者決定方法
　・ 書類審査および町営住宅入居者選考委員会の選考審

査による。
★その他

　・ 所得基準等の計算方法については、係にご相
談ください。

★問合せ先　鬼北町役場　建設課　都市計画管理係
　　　　　　☎45－1111　内線241

種別 基準（所得月額） 備考（基準額算定例）

公営住宅

一般世帯

200,000円以下

高齢者、障害者等

の世帯

268,000円以下

{所得合計－控除額（扶養・

特扶養・寡婦・障害・老人）

×該当人数}÷12月

（控除額）

　同居扶養………38万円

特定扶養………20万円

寡婦……………27万円

障害（１. ２級）40万円

老人（70歳以上）10万円

特定公共

賃貸住宅

200,000円を超え

601,000円以下

場所 団地名 構　造 種別 部屋数 家　賃 備　考

下鍵山
312-1

若者定住
住宅

RC造１棟８戸
（内２戸募集） 一般 ６帖１室、台所 15,000円 平成５年建築単身者入居用

下鍵山
267 植　松 簡易耐火二階１棟５

戸建（内１戸募集） 公営 ６帖１室、６帖２室台所・風呂 11,300円
～ 33,800円 昭和54年度建築

下鍵山
285 植　松 木造二階

戸建 公営 ６帖１室、６帖２室台所・風呂 21,000円
～ 120,900円 平成13年度建築

下鍵山
179 植　松 木造二階

戸建 公営 ６帖１室、６帖２室台所・風呂 21,300円
～ 120,200円 平成16年度建築

上大野
371 勝　山 木造二階１戸建

１戸
特定公共
賃貸

６帖１室、６帖１室　洋室２台所・
風呂 38,000円 平成11年度建築

小松
213 三　島 木造平屋１戸建

１戸 公営 ６帖２室台所・トイレ、共同風呂 1,500円
～ 6,000円

昭和32年度建築単身
者入居可

奈良
3814 奈　良 木造平屋1棟6戸

（内１戸） 公営 ６帖１室、台所 1,100円
～ 5,500円

昭和32年度建築単身
者入居可

清水
415-3 上岡第2 木造二階１棟２戸

（内１戸） 公営 ６帖１室、６帖２室台所・風呂 14,800円
～ 65,400円 平成元年建築

清水
936 愛治中央 簡易耐火二階１棟２建

（内１戸）
特定公共
賃貸 4.5帖１室、６帖２室台所・風呂 39,000円 平成８年度建築

小倉
782 上　住 木造平屋１棟２戸

（内１戸） 公営 ６帖４室台所・風呂 12,500円
～ 51,900円 昭和59年度建築

特定公共賃貸住宅とは？
　地方公共団体が管理する中堅所得者等に向けた、上質な賃貸住宅です。
　２ＤＫ～３ＤＫが中心で、一部単身向けに１ＤＫから２ＤＫのものもあります。
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　鬼北町の特産品である「しいたけ」をテーマとした「し
いたけまつり」が日吉夢産地で開催されました。
　これは、消費者自身がしいたけ栽培に触れたり、しい
たけ本来のうまみや食感を知ってもらうことで、地元産
しいたけのＰＲを図る目的で行われたものです。
　当日は、しいたけの炭焼、栽培体験、即売、ししなべ、
餅まき大会などが行われ、家族連れで賑わいました。

し い た け ま つ り

　３月15日、歌手の「しらいみちよ」さんによる桜の植
樹と「レクイエムロードコンサート」が開催されました。
　これは阪神・淡路大震災で亡くなられた尊い生命の鎮
魂のため、1999年３月から全国各地で行われているもの
です。当日は、町内各地で有志により約120本の桜の植
樹が行われました。その後、広見体育センターで行われ
たコンサートには町内の子どもたちも参加。また、鬼北
町出身者で舞踏家の宇都宮千佳さんも「桜千年龍の舞」
を披露しました。「しらいみちよ」さんの艶やかで包み
込むような歌声に、訪れた人たちの心も癒されたことで
しょう。

「しらいみちよ」レクイエムロードコンサート

　　　　身近な情報をお知らせください。　　　総務課　☎４５－１１１１（内線２３５）

桜 千 年、 鎮 魂 の 桜 植 樹

　今年も町内６つの小学校に新一年生が元気いっぱいで
登校しました。今年の新入生の数は102人［日吉小15人、
近永小51人、好藤小12人、愛治小９人、三島小６人、泉
小９人］
　上級生のお兄さん、お姉さんたちに迎えられ、少し緊
張しながら入場してきた新入生のみなさん。自分の名前
が呼ばれると元気に「ハイ！」と大きな声で返事をして
いました。
　これからはじまる学校生活への希望に胸ふくらませ、
目を輝かせる新１年生のみなさん。明るく元気にがん
ばってください。

町 内 小 学 校 入 学 式

　この度、芝　敬一さん（中野川）が第29回愛媛県鶏卵
品質改善共励会優秀賞（個人の部）を受賞しました。
　これは、鶏卵の品質を改善し、商品価値を高めること
を目的としたもので、県内各地の養鶏家や養鶏団体が参
加しています。
　芝さんは、約５万羽の成鶏を飼育され、鶏卵の安定供
給や品質向上のために日々努力されています。
　今回の受賞はそれらの努力が実ったものです。
　心よりお喜び申し上げます。

第29回愛媛県鶏卵品質改善共励会優秀賞

「しらいみちよ」さんと子どもたち

しいたけ栽培体験

緊張ぎみの新入生たち

芝　敬一さん
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開催予定月日 教室のテーマ 内　　容

5月10日㈫
19:00 ～ 21:00

料理英会話教室
「パンケーキ作り」

国際協力を考えながら、パン
ケーキを作ってみましょう！

5月17日㈫
19:00 ～ 21:00

中国文化講座
「切り絵教室」

中国の伝統的な切り絵細工に
挑戦しましょう！（カッター
を各自準備）

5月24日㈫
19:00 ～ 21:00

英会話教室
「映画会」

映画“Finding Nimo”を見な
がら、現代英語の表現を練習
しましょう！

「英会話教室」と「中国文化講座」
開催のお知らせ（５月分）

場　　所　　鬼北町中央公民館２階視聴覚室
講　　師　　鬼北町国際交流員　エミリー・ウー
対　　象　　中学生以上
参加申込　　平成17年５月９日㈪
参　加　費　　 無料。ただし、５月10日の料理英会話教室は、材料費がかかりますので、１人に

つき￥500程度実費徴収します。（当日徴収）
問合せ先　　鬼北町役場　学校教育課　☎45-1111（内線416）

　寒い冬が終わり、すっかり春らしくなってきました。

日本の美しい桜の花見が楽しみです。それとともに、

入学式や入社式、それぞれの会社と役所でいわゆる人

事異動などに伴い、四月よりの行事がたくさんあります。

自然に決まった桜の咲く時期と同じように、日本ではい

ろいろな社会的に決まっていることが多いと感じてい

ます。

「入社式」

　東京に留学した時、入社式ということが存在するの

を初めて知りました。日本では、大学の卒業式に合わ

せて、新社員を採用する会社が少なくないと思います。

カナダではこういう「採用時期」は全くないですので、

大変驚きました。もちろん、大学生は卒業する前にで

きるだけ就職活動しますが、卒業するまでに就職でき

なくても、日本ほど大した問題でもないのです。それは、

カナダでは、会社の社員不足があれば、いつでも採用し、

年中採用制度があるからです。この間、新聞で就職で

きなくて、また一年間大学に残ることをするしかない大

学生についての記事を読んで、非常に不思議だと思い

ます。なぜなら、カナダでは卒業していたら、就職で

きなくても、大学に残ることはとてもありえないことか

らです。カナダの大学生は卒業直後に、大学に残るより、

または就職するよりも、旅行をしたり、バイトやボラン

ティア活動をしたり、自分の専門と違う業界に入ったり、

また、私のように外国へ働きに行ったりする人も多いで

す。

「異動時期」

　皆さんが、４月のある朝、会社や事務所へ行って、

昨日まで眺めた同僚たちの席に新しい人が座っていて、

一晩で違う世界に変わったと感じた経験があるでしょ

う。人事異動ということは日本の雇用制度の一つの特

徴であると思います。

　カナダでは決まった時期に社内に仕事や義務など交

換されたりしません。社員と役人の場合は自分で転職

することにしない限り、異動されません。席が空いた

場合は、社内や役所内で人材募集が行われます。空い

ている仕事がやってみたければ、希望を出したら、受

け入れられるかもしれません。本人の希望がなければ、

上司が異動させる可能性がないとは言えませんが、そ

れは非常に珍しいです。学校でも、日本のように違う

学校へ行かせたり、学年担任が変えられたりする職業

習慣は全くありません。六年生担任の先生なら、希望

を出さない限り、または他の学校に申し込まない限り、

ずっと六年生担任の先生のままでいられます。

　カナダと日本の雇用制度は違うところが多いですね。

日本は異動のおかげで様々な経験ができます。そのと

ころが良いのかもしれませんが、異動で遠くへ単身赴

任をする人々には辛くて寂しいことだと思います。皆さ

んはどう思いますか？

エミリーの

No.４
「異動制度について」
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保健行事（日吉地区）
5/  6 ㈮ 夜間健康相談  日吉住民センター　

5/  9 ㈪ 日向谷健康相談　  生活改善センター

　　　　　　　　　　　      出口集会所

5/10 ㈫  生きがいデイサービス 日吉中央集会所

5/11 ㈬    上大野健康相談　　　 上大野集会所

5/13 ㈮    育児相談  　  日吉保健センター

5/17 ㈫     富母里健康相談　　　   宮成集会所・大村車庫

    屋敷集会所

 生きがいデイサービス 上鍵山集会所

5/23 ㈪    ポリオ予防接種  日吉保健センター

5/24 ㈫    生きがいデイサービス 上大野集会所

5/27 ㈮    リハビリ教室    日吉保健センター

5/31 ㈫    生きがいデイサービス   大村集会所

宇和島警察署より
「被害者こころの支援センターえひめ」

　専門家と連携しながら、ベテランのボランティア相
談員があなたの相談に応じます。
　４月から事務所移転のため、電話番号が変わりまし
た。秘密厳守・相談無料。
相談電話０８９－９０５－０１５０
電話受付／木・土曜日（午前10時～午後４時）

今 月 の 検 診
【子宮がん・乳がん検診】
5/ 6 ㈮   泉公民館  子宮・乳（触診・マンモ）
5/ 9 ㈪   好藤公民館  　  〃　　（触診・マンモ）
5/10 ㈫　愛治公民館  　  〃　　（触診・マンモ）
5/11 ㈬　三島公民館  　  〃　　（触診のみ）
5/12 ㈭　広見保健センター   　〃　　（触診のみ）
5/13 ㈮　広見保健センター   　〃　　（触診のみ）
【健康診断等】
5/17 ㈫   近永集会所（新町・本町・南町）
5/19 ㈭   日吉保健センター（下鍵山）
5/20 ㈮　日吉保健センター（下鍵山）

老人保健高額医療費について

　老人保健対象者の方は、医療機関の窓口では医療費の１割または２割（入院については限度額まで）を支払い
ますが、その医療機関が下記の限度額を超えた場合は高額医療費として払い戻しがあります。
１カ月当たりの一部負担限度額

※ 一定以上所得者とは…同一世帯に一定の所得以上（課税所得124万円以上）の70歳以上の方および老人保健対
象者がいる方。
※低所得者Ⅱとは…町民税非課税の世帯に属する方。
※低所得者Ⅰとは…町民税非課税世帯で、世帯員の所得が一定基準に満たない方。
※一定以上所得者の下段の【　】の金額は、年４回以上高額医療費に該当した場合の４回目以降の一部負担金です。
※低所得者Ⅱ、Ⅰの入院医療限度額は医療機関に「限度額適用・標準負担額認定証」を提示した場合の金額です。
　「限度額適用・標準負担額認定証」は町民課窓口で申請をして交付を受けてください。
高額医療費の申請について
　払い戻しの対象者の方は、申請が必要となります。対象者の方には郵便でお知らせがありますので、後日申請
をして払い戻しを受けるようになります。
【申請場所】町民課、保険年金係  【持参するもの】印鑑、保険証、老人医療受給者証、通帳
問合せ先：町民課保険年金係　☎45－1111（内線216）

【国民年金からのお知らせ】
　20歳になると学生でも国民年金に加入して保険料を
納める必要があります。
　ただし、保険料を納めることが困難な場合は学生納
付特例という制度があります。
　この制度は、学生本人の前年所得が118万円以下の
場合、申請して承認を受ければ、その間の保険料納付
が猶予される制度です。
　対象期間は、申請した月の前月分から年度末（３月）
分までとなっていますので、前年度に承認を受けてい
て、引き続き希望する方も申請が必要です。
　申請する場合は、住所のある市区町村役場での届出
になり、その際には印鑑と在学証明書（または学生証）
が必要です。
　なお、承認を受けた期間は、追納（10年以内に納付
すること）がなければ、老齢基礎年金額に反映されなく
なりますので、卒業後には追納するようにしましょう。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
【問合せ先】
愛媛社会保険事務局宇和島事務所　☎22-5440（代）
町民課　保険年金係　☎45-1111（内線214）

区分 外来（個人ごと） 世帯単位で複数の入院、外来がある場合

一定以上
所得者

40,200円
72,300円＋（総医療費－361,500円）×1％

【40,200円】
一般 12,000円 40,200円

低所得者Ⅱ
8,000円

※24,600円
低所得者Ⅰ ※15,000円
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隆
さ
ん
（
父
野
川
下
）
が
総
務

大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談
委

員
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
お
聞
き
し
、
皆
さ
ん
と
役
所

な
ど
の
間
に
立
ち
、
公
平
・
中

立
的
立
場
で
相
談
に
の
っ
て
く

れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募　
　

集　

　

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師
免
許
試
験

を
受
験
す
る
た
め
に
は
「
ボ
イ

ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
第

１
０
１
条
」
に
定
め
る
受
験
資
格

が
必
要
で
す
。
こ
の
受
験
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
「
ボ
イ
ラ
ー
実

技
講
習
」
を
開
催
し
ま
す
。

宇
和
島
会
場

日　

時　

平
成
17
年
５
月
９
日

㈪
・
10
日
㈫
・
11
日
㈬　

９
時
〜

17
時

場　

所　

宇
和
島
建
設
業
会
館

（
９
日
・
10
日
）、
四
国
く
み
あ
い

飼
料
㈱
宇
和
島
工
場
（
11
日
）

講
習
内
容　

１
日
目　

ボ
イ
ラ
ー
の
概
要
・
点
火

２
日
目　

燃
焼
の
調
整
・
付
属
設

備
お
よ
び
付
属
品
の
取
扱
・
水
処

理
等

３
日
目　

点
検
お
よ
び
異
常
時
の

処
置
・
ボ
イ
ラ
ー
実
習

受
講
料
等　

１
名　

１
万
１
千
円

（
非
課
税
・
テ
キ
ス
ト
代
含
ま
ず
）

申
込
方
法　

申
込
書
、
受
講
料
と

テ
キ
ス
ト
代
、
送
料
４
０
０
円
を

添
え
て
、
左
記
ま
で
持
参
す
る
か
、

現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
振
替
で
申

し
込
む

申
込
・
問
合
せ
先　

松
山
市
大
手

町
２
丁
目
７―

５　

愛
媛
県
印
刷

会
館
３
階　

㈳
日
本
ボ
イ
ラ
協
会

愛
媛
支
部

☎
０
８
９―

９
４
７―

０
３
８
４

申
込
締
切　

４
月
１
日
よ
り
募
集

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
。

受
付
時
間
は
９
時
〜
17
時 

土
、

日
、
祝
休
み催　

　

し

　
日　

時　

平
成
17
年
５
月
20
日
㈮

10
時
〜
15
時
ま
で

場　

所　

日
吉
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

人
権
侵
犯
、
借
地
、
借

家
、
家
庭
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

な
ど
心
配
事
全
般

主　

催　

宇
和
島
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
、
松
山
地
方
法
務
局
宇
和

島
支
局

そ
の
他　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和

島
支
局
で
は
、
い
つ
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

宇
和
島
市
天
神
町
４
番
40
号

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

そ　

の　

他

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
服
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
を
除
く
）に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
請
求
期
限
が
２
年
間
延

長
さ
れ
、
平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

〒
１
０
０―

８
９
２
６

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２―

１―

２　

中
央
合
同
庁
舎
２
号

館
８
階　

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室　

業
務
担
当

☎
０
３―

５
２
５
３―

５
１
８
２

（
直
通
）

　

４
月
１
日
付
け
で
、
井
谷
和

町民課児童福祉係が児童虐待などの相談受け付け業務を行います
　これまで、児童福祉法においては、あらゆる児童家庭相談について児童相談所が
対応することとされていましたが、法改正により平成17年4月から児童家庭相談に
応じることが市町村の業務として明確に規定されました。　
　児童虐待をはじめ、子どもに関する様々な問題について、鬼北町町民課児童福祉
係が相談窓口として受け付け業務を行います。当分は役場開庁の時間での受け付け
とさせていただきますので、役場に来ていただくか電話連絡をお願いいたします。
　今後、関係機関等の連携により、休日・夜間の受け付けなど適切な支援ができる
体制を整備する予定です。
　電話でのご相談やお問い合わせは、☎45－1111　内線217　までお願いします。

ボ

イ

ラ

ー

実

技

講

習

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の

皆

さ

ん

へ

　

☎
44―

２
４
４
９

●
マ
ル
チ
商
法
と
は

　

商
品
を
買
わ
せ
て
販
売
組
織

に
加
入
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
加

入
者
が
友
人
や
知
人
を
勧
誘
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
次
々
と
会
員

を
増
や
し
、
組
織
を
拡
大
す
る

商
法
で
す
。「
商
品
を
売
れ
ば

マ
ー
ジ
ン
が
入
る
」
な
ど
と
勧

誘
さ
れ
る
が
、
実
際
に
商
品
は
、

思
う
よ
う
に
売
れ
ず
大
量
の
在

庫
を
抱
え
、
多
額
の
負
担
を
負

わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

●
主
な
商
品

　

化
粧
品
、
健
康
食
品
、
浄
水
器
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

●
予
防
と
対
策

☆ 

「
儲
か
る
」
な
ど
と
い
う
う

ま
い
話
は
信
用
し
な
い
。
加

入
す
れ
ば
、
被
害
に
あ
う
だ

け
で
な
く
自
分
も
加
害
者
に

な
り
、
友
人
関
係
を
壊
す
こ

と
に
も
な
る
。

☆ 

契
約
か
ら
20
日
以
内
な
ら

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

る
。
20
日
を
過
ぎ
て
も
、
中

途
解
約
や
退
会
が
で
き
、
入

会
し
て
１
年
未
満
の
退
会
の

場
合
は
、
引
渡
し
を
受
け
て

か
ら
90
日
未
満
の
未
使
用
の

商
品
で
あ
れ
ば
、
返
品
し
適

正
な
額
の
返
金
が
受
け
ら
れ

る
。

☆ 

ウ
ソ
の
説
明
な
ど
で
契
約
を

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
契
約

を
取
り
消
せ
る
。

相
談
窓
口

鬼
北
町
役
場　

産
業
課　

商
工

観
光
係　

☎
45―

１
１
１
１

宇
和
島
地
方
局　

県
民
生
活
課

　
　
　
　

☎
25―

３
７
０
０

宇和島地区広域事務組合嘱託職員募集
１．募集する職種人員等

２．必要な書類　　履歴書
３．申込先　　　　養護老人ホーム　広見広楽荘
４．申込期間　　　平成17年５月１日～平成17年５月20日
５．問合せ先　　　養護老人ホーム　広見広楽荘　☎45－0109

職　種 採用人員 性別 年　齢 勤務場所 内　容 勤務日 報　酬
介護宿直 1名 女 65歳以下 広見広楽荘 夜間の介護宿直 月に15回 110,000円以上

日

吉

地

区

の

行

政

相

談

委

員

に

井

谷

和

隆

さ

ん

☎
44―

２
４
４
９

マ
ル
チ
商
法
に
ご
注
意
！

特
設
人
権
相
談
所
開
設
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老
二
人
見
上
ぐ
峠
の
花
の
雲 

稲
屋　

礼
子

満
開
の
花
野の

仏ぼ
と
けの
傘
と
な
る 

植
田　

絢
子

足
に
泥
を
つ
け
て
恋こ
い

猫ね
こ

帰
り
来
る 

氏
本
佐
喜
恵

棚た
な

田だ

畔あ
ぜ

土つ

く

し筆
踏
ま
ね
ば
歩
か
れ
ず 

岡
本　

伸
子

黄
砂
降
る
無
住
の
寺
の
天そ
ら

暗
し 

久
保
田　

季

崩
れ
落
ち
し
岩
を
囲
み
て
草
萌
ゆ
る 

久
保
田　

豊

桃
の
花
浮
か
べ
清
流
土
佐
へ
行
く 

佐
々
木
宗
夫

春
の
雪
付
け
て
始
発
の
路
線
バ
ス 

芝　

み
さ
え

老
人
の
歩
み
に
も
似
て
春
兆き
ざ

す 

末
広
み
や
子

振
り
返
る
犬
の
案
内
涅ね

槃は
ん

西に

風し 

清
家　

利
男

汁し
る

椀わ
ん

に
一
輪
開
く
蕗ふ
き

の
薹と
う 

中
尾
は
る
み

春
し
ゅ
ん

耕こ
う

の
土
の
匂
ひ
や
と
ん
び
の
輪 
平
山　
　

妙

膝ひ
ざ

つ
け
ば
膝ひ
ざ

に
や
は
ら
か
春
の
土 
藤
川　

清
子

雪ぼ
ん

洞ぼ
り

を
灯と
も

し
て
花
を
急
が
せ
る 

久
保
田
由
布

愛　治　俳　句　会

大きくなったら　　近永小学校

わ
く
わ
く
と
元
気
な
子
は
ね
う
れ
し
そ
う 

小
２　

山
口　

悠
李

う
れ
し
い
な
こ
の
わ
く
わ
く
が
止
ま
ら
な
い 

中
３　

平　
　

芳
香

わ
く
わ
く
と
心
が
は
ず
む
誕
生
日 

高
２　

平　
　

知
香

ワ
ク
ワ
ク
と
浮
か
れ
て
お
こ
る
大
事
件 

中
３　

秋
元　

悠
香

な
つ
か
し
い
ア
ル
バ
ム
見
つ
け
思
い
出
す 

小
４　

渋
谷　

尚
紀

あ
の
遊
び
昔
や
っ
て
た
な
つ
か
し
い 

中
３　

加
形
美
由
記

な
つ
か
し
い
匂
い
が
し
た
ら
僕
の
家 

高
１　

野
田
本
義
明

大
掃
除
ケ
ン
玉
メ
ン
コ
な
つ
か
し
い 

高
２　

白
井　

龍
也

外
に
出
る
風
が
び
ゅ
う
び
ゅ
う
さ
む
す
ぎ
る 

小
２　

清
原　

賢
斗

風
が
ふ
き
外
が
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー
寒
く
な
る 

小
３　

清
原　

彩
香

ブ
ー
メ
ラ
ン
風
の
力
で
飛
ん
で
い
く 

中
２　

山
田　

優
太

風
吹
い
て
春
の
訪
れ
肌
で
ふ
れ 

高
２　

松
岡
奈
緒
美

風
そ
よ
ぐ
春
は
近
い
ぞ
も
う
す
ぐ
だ 

小
５　

植
木　

真
弓

風
が
ふ
く
木
の
葉
も
飛
ん
で
宙
を
舞
う 

中
２　

西
村　

和
希

人
生
を
例
え
て
み
る
と
マ
ラ
ソ
ン
だ 

高
３　

平　
　

由
香

愛児園竹の子川柳会
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近永地区
（近永保育所）

ま ち の う ご き

人口  3月 31日現在（　）は前月比  

　総　数　　　12,786 人 (－ 92） 
　男　性　　　  5,973 人 (－ 49) 
　女　性　　　  6,813 人 (－ 43）
　世帯数　　　  5,095 世帯 (－ 40）

 

  

　

　

      

 

街角ギャラリー「なんでも館」　案内板
「なでしこパンフラワー」

兵頭和代（近永）
４月19日㈫～５月８日㈰

「わが里の仲間たち」（絵画展）」
松本誠之（出目）

５月10日㈫～５月29日㈰

「思い出のキューピー人形」
伊藤智衣子（近永）

５月31日㈫～６月19日㈰

開館時間　10：00～ 18：00　　　休館日　月曜日
場　　所　近永南町バス停前　　　入館料　無　料
昼休時間　13：00～ 14：00（この間は入館できません）
　あなたの作品も展示してみませんか？
問合せ先　広見町商工会　☎ 45－ 0813

火災が発生したら・・・
～日吉地区のみなさんへ～

　平成17年４月１日から、火災発生時の無線放送が日吉支
所から消防本部（宇和島市）に移りました。
　火災が発生したら、あわてず、落ち着いて１１９番へ通
報してください。

消防本部に電話がつながったら・・・
◎宇和島消防です。火事ですか？救急ですか？  

　「火事です。」
◎場所を教えて下さい。

　「鬼北町大字○○△番地です。」
分からなければ、近くの建物等を伝えてください。

　「××の近くです。」
◎どんな状態ですか？ 

　「□□が燃えています。」
逃げ遅れ、けが人の有無等があれば伝えてください。

◎あなたの名前と電話番号を教えて下さい

おばあちゃん
このあいだ行ったレオマワールドは
いろんな乗り物が沢山あって楽し
かったよ！
今度は一緒にいこうね！

おじいちゃん、トラクターって楽しいね！
おじいちゃんと一緒に乗るのも楽しいけど
はやく大きくなって自分で運転してみたい
なあ

おばあちゃんといっしょ

おじいちゃんといっしょ

お孫さん　　　田村　香
か

帆
ほ

ちゃん

おばあちゃん　濱野　鶴恵さん

お孫さん　　   富永　　光
ひかる

くん

おじいちゃん　富永睦生郎さん



近
永
愛
児
園
へ

●
伊
井
仁
志
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

●
宮
崎
文
尾
さ
ん
（
近
永
）

●
葛
川
雪
男
さ
ん
（
清
延
）

●
フ
ジ
広
見
店

●
片
岡
潤
子
さ
ん
（
大
洲
市
）

ひ
ろ
み
奈
良
の
里
へ

●
高
橋
ミ
サ
ヲ
さ
ん
（
延
川
）

●
退
職
女
教
師
の
会

●
鬼
北
文
楽
保
存
会

●
滝
澤
公
代
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

●
薬
師
神
富
京
さ
ん
（
中
野
川
）

●
山
口
清
一
さ
ん
（
津
島
町
）

鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
上
甲　

裕
さ
ん
（
吉
波
）

●
大
栗
光
男
さ
ん
（
奈
良
）

●
兵
頭
三
吉
さ
ん
（
奈
良
）

●
善
家　

瞳
さ
ん
（
下
大
野
）

●
橋
本
教
一
さ
ん
（
小
倉
）

●
冨
永
哲
男
さ
ん
（
日
向
谷
）

●
栗
野
尚
寿
さ
ん
（
父
野
川
中
）

●
岡
本
清
子
さ
ん
（
興
野
々
）

●
薬
師
神
富
京
さ
ん
（
中
野
川
）

●
入
田　

敏
さ
ん
（
上
大
野
）

●
二
宮
裕
一
さ
ん
（
出
目
）

●
善
家
貞
光
さ
ん
（
東
仲
）

●
宮
本
幸
孝
さ
ん
（
日
向
谷
）

●
善
家
良
和
さ
ん
（
西
仲
）

●
兵
頭
清
子
さ
ん
（
近
永
）

●
久
保
田
正
敏
さ
ん
（
生
田
）

5/6 ㈮ ペットボトル回収日

 　（近永・泉地区）

10㈫ エミリーの英会話教室

　　　　19：00 ～ 21：00

　　　　中央公民館

12㈭ ペットボトル回収日

　　　　（日吉地区）

 犬・ねこ引取日

 　 環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

13㈮ ペットボトル回収日

 　（好藤・愛治・三島地区）

14㈯ 古紙・ダンボール回収日

　　　　（泉地区）

17㈫ エミリーの中国文化講座

　　　　19：00 ～ 21：00

　　　　中央公民館

19㈭ 犬・ねこ引取日

 　 環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

20㈮ ペットボトル回収日

　　　　（近永・泉地区）

 人権・行政・心配ごと相談（無

　　　料）広見地区

 　10：00 ～ 15：00

 　鬼北町総合福祉センター

　　　行政・心配ごと相談（無料）

　　　日吉地区

　　　行政相談 10：00 ～ 15：00

 心配ごと相談 9：00 ～ 12：00

　　　　日吉住民センター

24㈫ エミリーの英会話教室

　　　　19：00 ～ 21：00

　　　　中央公民館

26㈭ 犬・ねこ引取日

 　 環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

　　　ペットボトル回収日

　　　　（日吉地区）

27㈮　ペットボトル回収日

　　　　（好藤・愛治・三島地区）

28㈯　古紙・ダンボール回収日

　　　　（三島・日吉地区）

31㈫　町税等納期限

　　　　国民健康保険税　第 1期

　　　　介護保険料　　　第 1期

6/2 ㈭　犬・ねこ引取日

 　 環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

6/3 ㈮　ペットボトル回収日

　　　　（近永・泉地区）

6/9 ㈭　犬・ねこ引取日

 　 環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

   ペットボトル回収日

　　　　（日吉地区）

6/10 ㈮　ペットボトル回収日

　　　　（好藤・愛治・三島地区）

6/11 ㈯ 古紙・ダンボール回収日

　　　　（近永地区）

５ 月 町 民 カ レ ン ダ ー

休日当番医

広報きほく５月号 No.005

５月１日　津島町　町立津島病院

　　　　　　　　　（☎32-2011）
５月３日　鬼北町　県立北宇和病院

　　　　　　　　　（☎45-1221）
５月４日　吉田町　町立吉田総合病院

 　　　　　　　　　（☎52-0611）
５月５日　鬼北町　旭川荘南愛媛病院

　　　　　　　　　（☎45-1101）
５月８日　鬼北町　鬼北町国保三島診療所

　　　　　　　　　（☎48-0074）
５月15日　鬼北町　いしむら整形外科
　　　　　　　　　（☎20-6635）
５月22日　三間町　ふじいし医院
　　　　　　　　　（☎58-4901）
５月29日　三間町　松﨑クリニック
　　　　　　　　　（☎58-4828）
６月５日　吉田町　岩村外科胃腸科

　　　　　　　　　（☎52-3111）
６月12日　吉田町　薬師寺内科
　　　　　　　　　（☎52-0520）

発　行　日　　平成17年５月１日
編集・発行　　鬼北町総務課
　　　　　　〒798－1395
　　　　　　愛媛県北宇和郡
　　　　　　鬼北町大字近永800－１
　　　　　　TEL（0895）45－1111
　　　　　　FAX（0895）45－1119
ホームページアドレス
　http://www.town.kihoku.ehime.jp/

　

今
年
も
田
植
え
の
時
期
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
好
藤
地
区
の

田
植
風
景
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。

　

自
分
が
子
ど
も
の
頃
の
田
植

え
は
６
月
ご
ろ
だ
っ
た
か
な
？

見
慣
れ
た
と
は
言
え
、
桜
が
咲
い

て
い
る
時
期
の
田
植
え
は
何
と

な
く
違
和
感
が
あ
る
よ
う
な
・
・

　

苗
を
植
え
た
ば
か
り
の
田
は

水
の
方
が
多
く
、
周
り
の
景
色
が

写
り
込
み
ま
す
。
そ
れ
を
眺
め
て

い
る
と
湖
の
中
に
立
っ
て
い
る

よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
は
そ
の
感

覚
が
面
白
く
、
何
時
間
も
田
植
え

が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
台
風
の
当
た
り
年
で
、

農
家
の
方
た
ち
は
大
変
な
苦
労

を
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
何
の
被

害
も
無
く
、
無
事
実
り
の
秋
が
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

（ 　　　　　　　　　　　 ）

●
久
良
正
明
さ
ん
（
奈
良
）

好
藤
小
学
校
へ

●
好
藤
小
学
校
簡
保
会

●
松
下
文
子
さ
ん
（
近
永
）

●
鬼
北
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

三
島
小
学
校
へ

●
平
成
16
年
度
三
島
小
学
校
卒
業
生

愛
治
小
学
校
へ

●
平
成
16
年
度
愛
治
小
学
校
卒
業
生

町
内
各
小
学
校
へ

●
山
本
不
可
止
さ
ん
（
下
鍵
山
）

　日吉地方の郷土料理をま
とめた冊子「ふるさとの味」
を作成しました。さつま汁
や山菜料理などの作り方を
まとめた冊子です。ご家庭
で是非ご利用ください。
　なお部数に限りがありま

す。ご希望の方は、下記窓口で取り扱っていますの
でお申し出ください。（無料）
問合せ先： 町民課、広見保健センター、日吉支所、

日吉保健センター
　　　　　担当：日吉保健センター☎ 44-2061

「ふるさとの味」冊子ができあがりました！


